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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文の目的は、教師がどのようにして児童の自己評価能力を育成しているかについて、実証的に明らかに
することにある。教育評価論や自己教育論の立場から、児童に自己評価能力を育成する意義や必要性は指摘さ
れているが、その具体的な育成方法に関する研究はまだまだ未熟であると言わざるをえない。 
 つまり、児童の自己評価能力の育成方法に関する研究分野は、実践を対象とした実証的な研究の蓄積が不十
分であり、理論的な研究の枠組みを出ていないのが現状である。理論的な枠組みを教師の実践から得たデータ
により検討・修正するような研究や、理論研究において呈されている育成方法のパラダイムを転換するような、
新たな研究が待望されている。 
 そこで本論文では、児童の自己評価能力の育成に関して、実践の蓄積が豊富な教師を対象とした２つの研究
をおこなった。まずは、児童の自己評価能力の育成に際して、教師がどのような育成観を持ち指導しているの
かを明らかにする研究を実施した。次に、教師が持っている育成観が、彼らの実践においてどのように具体化
されているのかを明らかにする研究を実施している。これらの研究では、授業観察や聞き取り調査を長期間継
続し、実践を体系的に記述・整理しながら、データの整理と分析、考察を行った。 
 結果明らかとなったのは、児童の自己評価能力を育成するために、教師は児童相互の関係性の構築を重視す
るという育成観であった。教師は、授業において、児童の相互の交流を時には断絶し、時には密にしていた。
この真逆の志向性を持つ活動が、授業や単元の場面に応じて同時並列的に採用されるという授業方策の構造が
確認された。 
 これらの研究の結果は、自己評価能力の育成モデルの開発に結実している。開発したモデルは、児童の自己
評価能力を育成するための授業やカリキュラムのデザイン方法について、示唆を与えるものになっている。 
 今後の課題は、開発したモデルを教師に実際に提供し、実践的意義や有効性について評価を受けることであ
る。評価を通して、モデル崩しと修正を行いながら、開発したモデルの可能性と限界を明らかにしていくこと
が重要であると考えている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、児童の自己評価能力の育成を、他者との関係性を構築するという観点から、実践を通して理論的
な育成モデルを導き出そうとするものである。具体的には、児童の自己評価能力の育成に関して実践の蓄積の
豊かな教師を対象として、まず、児童の自己評価能力の育成に際してどのような育成観を持ち指導しているか
を、つぎに、教師が持っている育成観が実践においてどのように具体化されているかを明らかにしている。そ
の結果として、児童の自己評価能力を育成するために、教師は児童相互の関係性の構築を重視するという育成
観を持っていることを導いている。従来から児童に自己評価能力を育成する意義や必要性は指摘されてきたが、
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その具体的な育成方法に関する研究はほとんどなく、なかでも他者との関係性の構築という新たな視点からの
研究、及びそこから自己評価能力の育成モデルの開発にまで結実させた研究はなく、本論文はその空白部分を
埋めようとする意欲的で問題提起的なものといえる。 
 第１章では、教育評価全体における自己評価の位置づけを整理し、児童・生徒の自己評価能力を育成するこ
との重要性を明らかにし、第２章以降における研究の目的や、課題と方法を提示している。教育評価の対象と
その主体については、学習者個々人が第一義的に重要であるが、教育評価においては学習者本人が評価対象で
あるだけでなく、自らが自らを評価対象にする自己評価が重要であり、その主体になっていくことが求められ
る。すなわち、自己評価が教育評価のなかに位置づくためには、児童・生徒の自己評価能力の育成が必要にな
るとされる。そこで、現在多岐にわたっている自己評価に関する研究が、児童・生徒の自己評価能力の育成に、
どのように資するものであるかを明らかにする必要がある。そのために、「個人的」・「共同的」といった他者と
の関係軸（ｘ軸）と、「短期的」・「長期的」といった時間軸（ｙ軸）をとり、４象限からなる先行研究整理の枠
組みを設定し、それにもとづく検討を行っている。その結果、自己評価能力の育成には、自己評価を他者評価
によって補完しより客観性を高めることが重要であり、必要でもあるとし、他者とともに作り上げるという共
同性を重視するポートフォリオ（評価法）研究の有効性を指摘している。そして、自己評価能力を育成するた
めにもう一つ必要なことは、長期的な視点である。結論的にいえば、先行研究においては長期的なスパンで、
児童・生徒同士の関係性を構築し、彼らの自己評価能力を育成するための研究が欠落しているとし、本論文の
課題としている。そして、自己評価はおよそ小学校の３年生から４年生の時期に芽生え、また、他者を意識し
はじめ、他者を意識するのもおよそ10歳前後からであるということから、初等教育段階において関係性を構築
する方法を解明することに意義を見出している。国内外の膨大な先行研究を独自の座標軸に従って整理し、や
や強引さがあるものの、自己評価能力の育成にとって重要な年齢段階を設定し、課題化したことは評価できる。 
 第２章では、中堅小学教師（教職経験10年）の児童の自己評価能力を育成する指導を記述しその指導方策を
明らかにして、そこに見られる育成観を検証している。そして、育成の要件を先行研究から整理するとともに、
かつて論者が実施した熟練小学教師（教職経験25年）による事例研究からの知見を交えて、４つの要件（①自
己評価の体験の蓄積、②他者評価を受けること、③自己評価のメタ評価、④自分が自分を評価すること）を整
理している。これをもとに、教師が児童の自己評価能力を育成するに際して、多様な視点を活用していること、
なかでも他者との関係性を構築する必要があることを示している。 
 第３章と第４章はいわば対になっており、第２章で明らかにされた育成観が実際にどのように反映されてい
るかを検証したものである。第３章では、第２章で対象とした教師にさらに密着して目的と視点を変えて、「総
合的な学習の時間」を１年間継続観察し、児童の自己評価能力に関する教師の授業方策（指導と評価に関する
方策）を追跡し、その特徴と構造を明らかにしている。そして、それを解釈する概念として、授業方策の個へ
の焦点化、対抗化、調和化という３つを析出している。 
 第４章は、自己評価能力の育成を目指す実践において、実際に児童がどのように変容したかを明らかにする
ことを目的にしている。第３章と同時期に、同じ学級の授業観察を行い、授業における児童相互の評価コメン
トを追跡、記述している。またこれと併せて、教師に対して、「どのように児童の相互評価のコメントを評価し
ているか」をインタビューで聞き取っている。教師は、「他者」だけではなく、「自己」や「自己と他者の関連」
などに言及するようになることを重要と考え、さらに「反省を志向するもの」と「成長を志向するもの」に大
別して、評価活動における児童のコメントを評価している。そこで明らかにされた分析枠をもとに、児童の相
互評価のコメントを整理、考察した結果として、児童の人間関係の硬直化を緩和するのに教師の授業方策の構
造が有効に働いていることを提示している。１年間にわたる授業への密着と丹念な観察・記述により、得られ
たデータの蓄積は、その整理の仕方には工夫が求められるものの、貴重な成果である。 
 終章では、各章の内容を概観し、教師の自己評価能力の育成観と授業方策の構造をまとめるとともに、自己
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評価能力の育成モデルを提案している。まず、自己評価能力の育成観が授業方策にどのように反映しているか
を検討して、「自分が自分を見る目の活用（メタ自己評価）」は授業方策の個への焦点化と対応しており、「他者
が自分を見る目の活用（他者評価）」と「自分が他者を見る目の活用（メタ他者評価）」が授業方策の対抗化に
見ることができるとし、授業方策の調和化は両者の間に位置づき、段階的なもので、一時的に調整の役割を担
うものとされる。そしてこれらをふまえて、自己評価能力の育成モデルを提示している。 
 本論文は、児童の自己評価能力の育成を、他者との関係性という視点から、小学高学年の教師の実践を丹念
に追跡し、分析・検討しながら、従来の理論に修正を加え、自らのモデルを提示している点で評価できるもの
である。ただ、概念の使い方を含む方法論にはさらに吟味すべき課題があり、今後の研究の進展を待ちたい。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
